
 

 

 

 

 昨年５月１日（遅延加算金法の公布日）から本年４月２９日（遅延加算金法の

施行日の前日）までの間に、時効特例給付を受給された方（経過措置対象者）等

に対し、６月１５日、「遅延加算金」を支給しました。 

 遅延加算金は対象となる方に応じて次のように支給されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 平成２２年６月１５日定期支払いにおける遅延加算金の支給概要 

    （※上記の「黄色の部分」と「青色の部分」の合計） 

・支給対象件数      １０３．２万件 

・遅延加算金支給総額   ４１６．３億円 

・１件当たり平均支給額    ４．０万円 

・最高支給額       １，５４２万円 

遅延加算金法が公布された昨年５月１日から本年４月２９日（遅延加算金法

の施行日の前日）までに時効特例給付を受給された方等への遅延加算金の支

給について 

昨年５月１日（遅延加算金法の

公布日）から本年４月２９日

（遅延加算金法の施行日の前

日）までの間に、時効特例給付

を受給された方（経過措置対象

者） 

６月１５日に遅延加算金が支給さ

れました。遅延加算金についての請

求手続は必要ありません。 

 

 

 

 

支給対象者： 98.2 万件 

支 給 総 額：382.6 億円 

時効特例給付に併せて遅延加算金が

支給されます。遅延加算金について

の請求手続は必要ありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔第２回〕６月１５日（火） 

 支給対象者： 5.0 万件 

 支 給 総 額：33.7 億円 

〔第１回〕５月１４日（金） 

 支給対象者：14.7 万件 

 支 給 総 額：66.6 億円 

本年４月３０日（遅延加算金法

の施行日）以降に時効特例給付

を受給される方 

昨年４月３０日までに時効特

例給付を受給された方 

請求に基づいて遅延加算金を支給し

ます。本年４月３０日から５年以内

にご請求ください。 
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